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要 約 ： ネ イ チ ャ
ーゲーム は 、今 日、日本 で は 最 もよ く知 られ た 野 外 学 習 プ ロ グラ ム の 1 っ で あ る。こ の プ ロ グ ラ ム は 、ア

メ リカ の ナ チ ュ ラ リス ト、J．コ ーネル の 考 案 した シ ェ ア リン グネ イ チ ャ
ープ ロ グ ラ ム が 1986 年 以 降、日本 に 普 及 され た

もの で あ る。日本 へ の 導 入 に あ た り 当初 中 心 的な 役 割 を果 た した の は 1970 年 代 か ら子 ど も向け の 自然観察会活 動を展 開

して い た 目本 ナ チ ュ ラ リス ト協 会 で あ り、そ の 後 、こ の 活 動 は 日本 ネ イ チ ャ
ーゲーム 協 会 へ と引 き継 が れ 現 在 に 至 っ て い

る。ネ イ チ ャ
ーゲー

ム は 、「自然 へ の き づ き 」 「わ か ちあ い 」 「フ ロ
ー

ラ
ー

ニ ン グj と い う理 念上 の 特徴 を もち、また 、プ

ロ グ ラ ム 構 造 と して は、個 々 の 単位活動で ある ア クテ ィ ビテ ィ と、複 数 の ア クテ ィ ビテ ィ の 速続 に よ る ひ とつ らな りの 体

験 活動 と し て の プ ロ グ ラ ム とい う特 徴 を もつ 。今 日 の ネ イ チ ャ
ー

ゲ
ーム は、「定 型 數育 」 「不 定型 教 育」

「非 定 型 教 育」 の

それ ぞれ に お い て 、多様な形で 展 開され て い るが 、その
一

方 で こ れ らの 教 育 類 型 を 相互 に 連 関 させ な が ら地 域 に お け る学

習者 の 自己 冥現 と相 互 承認 を は か る主体 形 成 を意職 した 地域環境創造活動 と して も展 開 され っ っ あ る。

　 は じめ に

　 ネ イ チ ャ
ーゲ ー ム は 、 1979 年 に ア メ リカ

の ナ チ ュ ラ リス ト 、
ジ ョ セ フ 　 コ ー ネル

（Joseph　Cornel1） に よ り発 表 され た シ ェ ア

リ ン グ ネ イ チ ャ
ー プ ロ グ ラ ム （Sharing

Nature　 Pr。grams ）が、 1970 年 代 前 半 か ら 日

本で 自然保護教育活 動を行 っ て きた 日本 ナ チ

ュ ラ リス ト協 会 に よ り、 1986 年 に 日本 に 導

入 され 「ネイ チ ャ
ーゲー ム 」 と命名 され た事

に よ り誕 生 した 野外 学 習 プ ロ グ ラム で あ る 。

　ネ イ チ ャ
ー

ゲー ム は 、 1990 年 よ り指 導者

（実践者）の 養 成講習会で あるネ イチ ャ
ーゲ

ーム 初級指導員養成講座 が開始 され 、 こ の 講

座 の 受講者 は 15000名 に 達 して い る 。 さらに 、

地域 に お け るネ イチ ャ
ーグーム の 普及組織 と

して は、都道 府 県単位の 組織 で ある 「都道府

県ネイ チ ャ
ー

ゲ
ー

ム 協会」 が 24 都 道県 、「府

県 ネ イ チ ャ
ー

ゲ
ー

ム 協会設 立 準備会 」 が 23

府県 、郡 市町村程 度の 範 囲 を想 定 した地 域単

位 の 組 織 で あ る 「地域ネイチ ャ
ー

ゲ
ー ム の

会」 が 47 都道府 県で 188 会、設 立 され て い

る 。 （数字 は い ずれ も 2002 年 3A 現在）
i

L ネイ チ ャ
ーゲー ム の 思想的起源 と特 徴

　ネ イ チ ャ
ー ゲーム は 、 1979 （昭和 54）年、

ア メ リカ の ナ チ ュ ラ リス ト、 ジ ョ セ フ 　 コ ー

ネル （Joseph　C。rnell ） に よ り発 表 され た シ

ェ ア リ ン グネイ チ ャ
ープ ロ グ ラム （Sharing

Nature　Program）を起源に もつ 。
コ

ー
ネル は 、

1950 （昭 和 25）年 カ リフ ォ ル ニ ア 州 北部 ピ

生まれ 少 年 時代 を雄 大 な 自然の 中で 過 ご した 。

カ リ フ ォ ル ニ ア 州 立 大 学 チ コ 校 で 学 士 号

（B．A．） を取得 し、 トゥ リー大 学 大 学 院で 修

士 号 （M．S．）を取得 した 。

　コ ーネル が 専攻 した 「自然認識学」 （Nature

Awareness ）は 従来 の 科学 的な分析方法論 の

み に た よ る こ とな く 、 五 感 を通 じ総体 と して

自然 を理解 しよ う とす る もの で 、生物 学 の 他

に、 ア メ リカの 超 絶 主義者 （R ・W ・エ マ
ー

ソ

ン
、 H ・D ・ソ ロ

ー
、　 J ・ミ ュ ア な ど）や、 ア

メ リカ 先住 民 族 の 生活 と思 想 、古 代イ ン ド思

想な どに 学び 、 さ らにバ ッ クパ ッ キ ン グや 野

外 写真術 な どの 野外 活動技術 も含 ん だ 学際的

な 学問で ある。 コ ーネル は、大学院修 了後 、

300 人 に 2 人 とい う難 関を突破 して 全米 オ ー

デ ュ ボ ン 協会 の 専属イ ン ス トラ ク ター と して
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採用 され 、以 降、 さま ざま な環 境教育指 導の

現場 に 携わ っ た 。 そ うした長 年 の 実践活 動 の

中か らシ ェ ア リン グネイチ ャ
ープ ロ グ ラム を

体 系 化 し、 Sharing　 Nature　 With　 Children

と し て 発 表 し、世 界 14 ケ 国以 上 で 翻訳 出版

され 50 万 部 を超 える ベ ス トセ ラ
ー と して 高

い 評価 を受け て い る 。
コ ーネル の 思想の 特徴

は 次の 3 つ の 原 則 で表 わ され る 。

【ネ イ チ ャ
ー ア ウ ェ ア ネ ス （自然 へ の 気 づ

き）の 原 則 】

　科 学的 な分析 的方法論 の み に た よ る こ とな

く、五 感 を通 じ総体 と して 自然 を理解 し、 自

然 との
一

体感 （自分達 の 周 りの 自然 も 自分の

か らだの
一

部で あ り、す べ て の もの がつ なが

っ て い る と感 じ られ る気 持 ち） を基盤 と しな

が ら活動 を行 う。

【シ ェ ア リン グ （わか ちあい ）の 原則 】

　人 が 自 らを環境 に配 慮 した適 切 な行 動 へ と

変化 させ て い くこ とを重視 し、誰 か に教 え ら

れ る よ りも、活 動 を通 して 得 た成果 を他 の 学

習者 と共 有 しなが ら、個人 の 態度や価値観の

も と とな る意識 を内側 か ら外 側 に変化 させ る 。

（内発性 を重視す る）

【フ ロ
ー

ラ
ー

ニ ン グ （流れ の あ る学び） の 原

則 】活 動 に際 して 、学習者の 心理 状態 を重視

し、 自然 との 出会い を よ り新鮮 で 味 わ い 深 い

もの に す る た め に 「熱意を 呼び 起 こ す」 「感

覚 を集 中させ る」 「自然 を直接体験 す る」 「理

想 と感動 を わか ちあ う」 とい う 4 つ の 段 階 を

設 け 、それ ぞれの 段階に そ っ て 、 流れ の あ る

学 び の 場 を展 開 す る。

　 コ ーネル に よれ ば 、 彼 に もっ とも影響 を与

えた 人物 は 、カ リフ ォ ル ニ ア で ヨ ガ の 共 同体

を主 宰す る ドナ ル ド　ウ ォ ル ターズ で あ る 。

ウォ ル ターズ は、 ヨ ガ の 技法 の 1 つ で あ る ク

リヤ ・
ヨ ガ を ア メ リカ に伝 えた パ ラ マ ハ ン サ

ヨ ガ ナ ン ダか ら学 んで お り、 コ
ー

ネル 自身 も

瞑想や ヨ ガ や菜食 生活 を 日常 的に実践す るな

ど、 こ うした 思想 の 流れ を受 け継 い で い る。

2．プ ロ グ ラム の 構 造 とそ の 特徴

　ネ イチ ャ
ーゲー ム は他 の 多 くの 自然体験活

動 と同様 、個 々 の 単位活動 で あ るア クテ ィ ビ

テ ィ と、複数 の ア ク テ ィ ビテ ィ の 連続 に よる

ひ とつ らな りの 体験活動 とし て の プ ロ グ ラム

とい う構 造 を持つ 。 社 団法人 日本 ネイ チ ャ
ー

ゲ
ー ム 協会 が認 定 す るア クテ ィ ビ テ ィ は 次の

5 つ の 条件 を満た す もの と され て い る。
ii

これ らは全 体 と して ネイ チ ャ
ー ゲー ム の ア

クテ ィ ビテ ィ の 特徴 を表わ して い る 。

一　次の 「ネイ チ ャ
ー ゲーム ア ク テ ィ ビテ ィ

の 定義」 を満た して い る こ と

（1）「Nature　 Awareness（自然 へ の 気 づ き）を

得 る」 とい うネイ チ ャ
ー

ゲ
ー ム の 目的 に 合 っ

た もの

（2）環境教育の 推 進 に貢 献す る もの

（3）参加者 の 人 権お よび 社 会 の 秩 序 を尊重

す る もの

（4） 開 始か ら終了 まで の 手順 が 明確 に され

て い る もの

（5）野 外活動の 現場で 実践 しや す く、様 々

な応 用が 可能 な もの

二 　集団活動 と成 り得 る こ と

三 　フ ロ
ー ラー ニ ン グの 4 段 階の い ずれ か に

位 置 付 けられ る こ と

四　応募者 自身 が 既存の ネイ チ ャ
ーゲ ーム か

ら着想 を得 て 発案 した もの で あ り、か つ 独創

性 が あ る こ と

五 勝負 を競 うこ とを 目的 と しない こ と

六 　科 学的に 間違 っ た事実 を伝 え る もの で な

い こ と

3．日本 に お け るネイ チ ャ
ー

ゲ
ーム の 成 立過 程

（1）第 1 期 「導入期 」

　 1979 （昭 和 54） 年 に 米 国 で 出 版 され た

Sharing　Nature　With 　Children の 存在 に 最

一8 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society for Science Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　for 　Solenoe 　Eduoatlon

初に 注 目 した の が 、 日本 ナ チ ュ ラ リ ス ト協会

の 会員 た ちだ っ た e 日本ナ チ ュ ラ リス ト協会

の 自然観察会 は 、
「自然 を 自分の か らだ の

一

部の よ うに大切 に で きる子 ど もを 育て た い 」

との 考 え に 基づ き、四季 折 々 の 自然の 中に出

か け、自然観察 や遊び を通 し て 自然の しくみ

やそ の す ば ら し さを知 る場 と して 1974 年 か

ら、東京 の 高尾 山や 多摩 川 を中心に ほ ぼfi　一

回 の ペ ー
ス で 行 わ れ て い た 。 1986 年 、 日本

ナ チ ュ ラ リス ト協会 の 設立 10 周 年 記 念 事 業

と して 本 の 出版 が決 ま っ た。翻訳 作 業 に お け

る最大の 問題 は 「ネイ チ ャ
ー

ゲ
ー ム 」 とい う

名称 そ の もの に つ い て だ っ た
。 原 書の 邦題 と

して 当初 は 「ネイ チ ャ
ー

ゲーム 」 と 「シ ェ ア

リン グネイ チ ャ
ー

」い う 2 っ が候補 とな っ た 。

名称 の 検討が 行 われ た 日 本ナ チ ュ ラ リス ト協

会の 会議 で は 、 「ネイ チ ャ
ーゲ ー

ム 」 に っ い

て 「ゲーム とい う言葉 を使 うと 、 こ の 活動の

本質 的 な奥深 さが 消 えて 、た だ楽 し い だ けの

遊び とい う表 面 的 な理 解 しか され な くな っ て

しま うの で は ない か 」 とい う懸 念の 声が あが

っ た 。 そ の
一

方で 「シ ェ ア リ ン グネイ チ ャ
ー

」

だ と タイ トル だ け で は 意味が 伝 わ らない とい

う問題 点 が あ っ た 。 1986 （昭和 61）年 4 月 6

日に 開か れ た 日本 ナチ ュ ラ リ ス ト協会 の 運 営

委員 会 （役 員会） で 、
「ネイ チ ャ

ー ゲ ーム 」

の 書名 で 出版す る こ とが 承 認 され 、 こ の 議論

に終止 符 が うた れ た 。 最終的に 「ネイ チ ャ
ー

ゲーム 」 の 名 称 に決 定 した 背景 に は 、 こ の 言

葉がそ れ まで 使 用 して きた 「自然観 察」や 「シ

ェ ア リン グネ イ チ ャ
ー

」 とい う言葉 に 比 べ 、

親 しみ やす く誰 で も参加 した くな るよ うな響

きを も っ て お り、従来 の 枠 を超 えた さま ざま

な広 が りの 可 能性 を有 して い る との 理 由に よ

る もの だ っ た
。

（2）第 2 期 「模 索期 」

　1986 （昭 和 61）年夏、「ネイ チ ャ
ーゲ ーム 」

（柏 書 房）の 出版 と同 時 に 初来 日し た コ ー
ネ

ル は約 2週 間にわ た り 日本各地 で ネ イ チ ャ
ー

ゲーム の ワ ー ク シ ョ ッ プ を実施 した 。 1987

　年以 降の 数年 間 は、主 と して 理念 面の 研 究に

　取 り組ん だ 「日本ナ チ ュ ラ リス ト協会シ ェ ア

　リン グネイ チ ャ
ー グル ープ 」 と事業化 へ の 道

　を探 っ た 「ナ チ ュ ラ リス ト環 境 教育セ ン タ

　
ー

」 とい う 2 つ の グル ー プ に よ り普 及 の あ り

　方が模 索 され た 。 その 結果、 日米 間で 、 日本

　国 内 の ネイ チ ャ
ー

ゲーム の 普及 に 関す るライ

　セ ン ス 契約 を行 い
、 そ の 取 り決 め に 基づ い て 、

　本 格 的 な指導者養 成事業 を行 う事 に な っ た
。

　この ライセ ン ス 契約 の 柱 は、 コ ーネル か ら学

　ん だ ネイチ ャ
ー

ゲ
ーム の プ ロ グ ラ ム やア クテ

　ィ ビ テ ィ に っ い て 、 日本 （ライセ ン シ ー）側

　は そ の 知 的所 有権 を コ ー ネル （ラ イ セ ン サ
ー

）が 所 有 して い る事 を認 め 、 そ れ に 対 して 、

　コ
ー

ネル はナ チ ュ ラ リス ト環 境教育セ ン タ ー

　を 日本国内に お け る普及の 代 理人 として認 め 、

必 要な助言 や指導 を行 うとい っ た もの だ っ た。

ま た 、 この 契約 を締結 す るに あた り、そ れ ま

で の 「ナ チ ュ ラ リス ト環境 教育セ ン ター
」 の

名称 を 「ネ イ チ ャ
ー ゲーム 研 究所」 に 改称す

る こ とに なっ た 。なお 、 こ の ライ セ ン ス 契約

は 、 今 日で は社団法人 日本ネ イチ ャ
ー ゲーム

協会 に引き継 が れ て い る 。

　 （3）第 3 期 「指導者養 成期」

　 1990 （平成 2）年 7 月 、ネ イ チ ャ
ーゲー ム

研 究所 （当時）の 主催 に よ る 第 1回 ネイ チ ャ

ーゲーム 初級指導員養成講座 が 開催 され た 。

こ の 講座 に は 「初級指導員 1 とい う名 称に 象

徴 され る段 階的な指導者 登録 制度、 ライセ ン

ス 契約 に基 づ い た知 的所 有権 の 保護 を 求 めた

倫理 基 準の 制 定、 マ ニ ュ ア ル の 作成 に よ る活

動プ ロ グラム の 絞 り込 み と標 準 化 、指 導員登

録者 に 限定 した ハ ン ドブ ッ ク の 頒布 とい っ た

独 自の 制度が 取 り入れ られ た 。 こ こ で 普 及 の
’
対象 とな っ た活動 プ ロ グラ ム は 、 当時 、ネイ

チ ャ
ー ゲーム と して 認 定 され て い た約 70 種

類 の ア ク テ ィ ビテ ィ の うちの 20 種類 に 限定

された
。

1992 （平成 4）年 4 月 にはネイ チ ャ

ーゲ ーム 指導員 に対 す る 単位 認 定制度 が導入

され 、初級 指導員 20 時間 、 中級 指導員 160
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時間、上級指導員 51σ時間の 研 修カ リキ ュ ラ

ム が それぞれ 制定 され た 。

　（4）第 4 期 「普及組織養成期」

　 1990 （平成 2）年 か ら 1992 （平成 4）年 に

か けて 各地 で ネイ チ ャ
ーゲー ム の 指導員 が誕

生 した 。 当時 の 最大の 課題 は 、 日常的に 子 ど

もた ちや
一

般市民 と接す る場を もた ない 指導

員 の た め に 、 ネイ チ ャ
ーゲーム を実践す る場

を確 保 す る事 だ っ た 。 そ こ で 企 画 され た の が

　「全国
一

斉 ・親子 で楽 しむ ネイ チ ャ
ー ゲーム

大会」 で ある 。 こ の 大 会を通 して ネイ チ ャ
ー

ゲーム の 社会的認知 を高 め よ うと、文 部省 （現

文 部科学省 ）や 環境庁 （現環境省）な ど国の

機 関に対す る後援の 働 きか け も行 っ た 。 その

一
方 で 普及 の た めの 全 国組 織 の 整備 も行 われ 、

1993 （平成 5）年 に はネイ チ ャ
ーゲーム 研究

所 か ら公 益部 門が独 立 し、任意団 体 と して 日

本ネイ チ ャ
ー

ゲ
ー

ム 協会が 設 立 され た 。 さ ら

に 1997 （平成 9）年 には 、 文部大臣 （現 文部

科学大 臣） よ り公 益法人 と して の 設 立許可 証

が 交付 され 、 社 団法 人 日本ネイ チ ャ
ー ゲーム

協会が 設 立 され た 。

（5）第 5 期 「法人活 動充 実期 」

　 社 団法人 設立 以 降は地 方組 織 と して の 都 道

府県協会の 設 立 な ど 、 公 益法人 と して の 社会

的 な使 命 を担 うた め の 基盤づ く りが 活動の 中

心 とな っ た
。 さらに 日本ネイ チ ャ

ー
ゲ

ーム 協

会会 員の 間で は 「ネイ チ ャ
ーな生 き方 」 が議

論 を呼ん だ
。

「ネ イ チ ャ
ー

な生 き方」 とは、

会 報 誌 上 の 対談で の 「ネイ チ ャ
ーゲーム は ゲ

ーム じゃ ない 」 とい う発言 を き っ か けに 展 開

され た もの で 、 ネイ チ ャ
ーゲーム で は ゲーム

を 目的化 す るの で はな く 、 自然か ら学び 、 自

然と と もに 生 きる こ とに喜び を見 い 出す 生 き

方をめ ざす べ きで は な い か とい う議論 で あ っ

た 。
こ の 事 は 、 ネ イ チ ャ

ー
ゲ

ー
ム を野外 活 動

の 一
種 目 として の み な らず 、

「持 続可能 な社

会」 を構築す るた め の 実践的 と りくみ の
一

っ

と して 位置付 けよ うとい う会 員た ちの 意識 の

一
端 を示 して い る とい え る 。

　 本 節で 述 べ て きた 、 わか りやす い ネー ミン

グ 、 活動プ ロ グ ラム の 限 定的な絞 り込み 、 段

階的な指導者養成制度 、そ して後述す る地 域

ネイ チ ャ
ーゲー ム の 会 制度 な どの 諸施策 は 日

本独 自の もの と して 構 築 され て きた 。 これ ら

の 多 くは 日本ナ チ ュ ラ リス ト協会 時代 の 運 営

手 法 を取 り入 れ た もの や 、そ の 反省 を活か し

た もの で ある 。 こ の 事か ら、ネイ チ ャ
ーゲー

ム は 、ア メ リカ の プ ロ グラ ム の 単 なる輸入 と

して 普及 され た の で は な く、 コ ーネル の シ ェ

ア リン グネイ チ ャ
ープ ロ グ ラム と 日本 ナチ ュ

ラ リ ス ト協会の 自然保 護教育活 動 とが 出会い
、

新 しい ダイナ ミズ ム が 生成 され て 誕生 した独

自の 活動 として 展開 され て き た とい え る 。

4．学習の 構造 と変容

　 1960 年 代後半 に P ・H ・ク
ー ム ス らに よ っ

て提 起 され、 ユ ネ ス コ をは じめ とする国際連

合や 、世 界銀 行 な どの 国際諸機 関に よ っ て
一

般的 に 使用 され て い る教 育類 型 の 概 念 と して

　「定 型 教育」 「不 定型 教育」 「非定型教育」 の

三 類型が知 られ て い る 。 ネイ チ ャ
ーゲー ム で

はそれぞれの 分野 にお い て教 育実践 が展 開 さ

れ て い る 。

（1）定型 教育 と して の ネイ チ ャ
ー

ゲ
ーム 実

践

　 定型教育 と して 、 まず学校 教育に お けるネ

イチ ャ
ー

ゲ
ーム 実践が あげ られ る 。 学校 教 育

に お け るネ イ チ ャ
ー

ゲ
ー ム は 、 1986 （昭 和

61）年 か ら今 日に 至 るまで ネ イ チ ャ
ーゲーム

自体 の 普及 の 広 が りと 、 学校教育制度 の 変遷

の 中で 変容 して きた 。
1990 （平 成 2）年ま で

は学校に お け るネイ チ ャ
ーゲ ー ム は シ ェ ア リ

ン グネイ チ ャ
ー グル

ー プの
一

部の メ ン バ ーが

そ れ ぞれ の 勤務先の 学校 で 実 践す る とい っ た

単 発 的 な取 り組み で あ っ た
。

1990 （平成 2）

年の ネイ チ ャ
ーゲー ム 初級指導員養成講座 の

開始 を契機 に 、 指導員 資格 を 取得 し、幼稚 園

や小 中学校の 中で実践活 動 を始 め る教員 が増

え は じめた 。 学校 で の ネイ チ ャ
ー ゲーム に は
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「フ ィ
ー

ル ドが ない 」 「教科や単元 に 対 応 し

て い ない 」 な どの 課 題 も存在 したが 、 お り し

も、 1989 （平成元 ）年の 学習指導要領 の 改訂

に伴 う生活 科 の 導入 、 1991 （平成 3）年 の 文

部省 「環境教育指導資料」 の 刊 行 な どが 、学

校 ネイ チ ャ
ー ゲー ム へ の 追 い 風 とな っ た 。 こ

う し た 動 きは 、 1998 （平成 10） 年の 学習指

導要領改訂 に よ る 「総合的 な学習の 時間 」 の

導入 を受 けて 、 さ らに
一

層 、 加 速 して い る と

い え る 。
1997 （平 成 9）年 度 よ りネイチ ャ

ー

ゲ
ー ム は 国 立 教員研修セ ン タ

ー
（現 在は 独 立

行政法人 教員研修 セ ン タ
ー

）が実施す る 「中

堅教員研 修 講座 」 の カ リキ ュ ラ ム と して 取 り

入れ られ て い る 。 こ うした 動 きに よ り、今後 、

ネイ チ ャ
ー

ゲーム は学校教育現 場 に
一

層 、展

開 され る もの と予想 され る 。

　以上 の よ うな学校教育に お け る実践の
一

方 、

社会教育に お ける実践 と して 1990 （平成 2）

年 に始ま っ たネイ チ ャ
ーゲー ム 指導員養 成制

度 も 、 階層化 され た学習構 造 を もち 、 教育主

体 （社 団 法人 日本ネイ チ ャ
ーゲーム 協会公 認

指導員） と学習主 体 （成人
一

般や 学生 ）は 明

確に 分離され 、か つ 教育主体か ら学習主体 へ

の 働 きか け に よ り実施 され て い る事 か ら、定

型 教育 と位置付 け られ る。

（2）不 定型教育 と して の ネ イ チ ャ
ーゲ

ーム

実践

　不 定 型教育 の 特 徴は 「学習主体 と教育主 体

が分離 して い る こ とを前提 とした 上で 、両者

の 協 同 で 展 開 され る教育」 で あ る 。 こ の よ う

な観 点 か らネイ チ ャ
ーゲーム 実践 に お い て は 、

「講 師＝ 指導者」 「指導者＝ 市民 ・子 ど も」

とい っ た学 習主 体 と教育主 体 の 関 係 を前 提 に

実施 され る さま ざま な不 定型教育の 活動 が あ

る。 そ の
一

例 と して 、 最近 、 急 速 に数 を増 し

つ つ あ る 民間教育事業者に お け るネイ チ ャ
ー

ゲ
ー

ム の 実施 状況 に つ い て 、 1999 年 に 文 部

省委嘱調査 と して 実施 され た 「民間教育事業

者の 野外 教育 プ ロ グ ラム に関す る調 査」
iii

（ア

ン ケ ー ト発 送 118 団体 、回収 率 53％ ）に よ

れ ば 、 主催 プ ロ グラム と して ネイチ ャ
ーゲー

ム を実施 して い る 団体は 28 団体 （回 答者の

45％）、受託 プ ロ グラ ム と して は 24 団 体 （同

39％）、派遣 プ ロ グ ラ ム と して 18 団体 （同

29％ ） とな っ て い る 。

　 こ の 他 に も、公 民館 、 図書 館 、博物 館 な ど

の 社会教育施設 の 事業 の 中で ネイ チ ャ
ー

ゲ
ー

ム は 広 範に実施 され て い る 。

　 ま た 、不 定型 教育 と し て の ネイ チ ャ
ー

ゲ
ー

ム 実 践 は 、 地 域単位 の 活 動 組 織で あ る地 域ネ

イ チ ャ
ー

ゲ
ー ム の 会 、 都道府 県 単位 の 活 動 組

織で ある都道府 県 ネイ チ ャ
ーゲ

ー
ム 協会、 さ

らに 全 国組 織 で あ る 日本ネ イ チ ャ
ー ゲーム 協

会に お い て もそ れ ぞれ 実施 され て い る 。 それ

ぞ れ の 代表 的 な実 践 と して 、 「全 国
一

斉 ・自

然 とふ れ あ うネイ チ ャ
ー

ゲー ム 大 会」 （地域

ネイ チ ャ
ーゲーム の 会）、

「ネイ チ ャ
ーゲーム

指導 員ス テ ッ プア ッ プセ ミナ
ー

」 （都道府 県

ネイ チ ャ
ーゲーム 協会） 、

「戸 隠高 原 自然 学

校」 （日本ネイ チ ャ
ーゲ ーム 協会）が あ げ ら

れ る。

（3）非 定型 教育 と して の ネイ チ ャ
ー

ゲ
ー ム

実践

　非 定型 教 育 とは 「地 域 にお け る諸課 題 を解

決す るた め に 、 『なす こ とを通 して 学ぶ 』過

程」 で あ る。民 間 の ボ ラ ン テ ィ ア 団 体や NPO

な ど今 日、非 定型 の 教 育活 動 に取 り組 む 団 体

は そ の 数 を増 して い る 。 こ うした 団体 の 活動

と して もネ イチ ャ
ーゲー ム は 広 く取 り入 れ ら

れ て い る 。

　 ネイ チ ャ
ー

ゲーム の 代表的 な非定型教育実

践 と して は 、1992 （平 成 4） 年 度か らス ター

トした地 域ネ イ チ ャ
ー ゲーム の 会 の 活 動 が そ

れに あた る とい え よ う。 地域 ネイ チ ャ
ー ゲー

ム の 会 は 、
「実 践 の 場 の 必 要性 」 を感 じた 会

員有志が 自発的に 設立 で きる組織 で あ る 。 ネ

イ チ ャ
ー

ゲ
ー

ム の 普及 組織 と して の 最小 限 の

枠組 み は あ る もの の 、実際に は それ ぞれ の 会

が 自主的 な判 断 で活 動 内容 を 定め て い る任意

度 の 高 い 組 織 で あ る 。
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　地域 ネイ チ ャ
ーゲーム の 会は さま ざま な地

域の 自治体組 織、団体、企業な ど との 協力 関

係を有 して い る 。 地域 に は学校 の 他 、 PTA

や子 ども会、町 内 会 、 商店会、老人 会 などさ

ま ざま な団 体 が 存在す る 。 また 、 ボ ラ ン テ ィ

アや 環 境 ・文化活 動をす る各種非営利団体 も

あ る 。 諸団 体 との 交流が 深ま る中で 、単にネ

イ チ ャ
ー ゲー ム の 普及 に と どま らず、地 域 と

密着 し て さま ざま な環境教育実践や地域環境

創造 活 動 を始 めた 地域ネイ チ ャ
ーゲーム の 会

の 活躍 が顕著 にな っ て い る 。

（4）成 人学習 にお け る三 類型の 相互 連 関

　 こ れ まで み て き た よ うに 、今 日の ネイ チ ャ

ーゲーム は 、 「定型教育」 「不定 型 教育」 「非

定型教育」 の それ ぞれ に お い て 、多様 な形で

展 開 され て い る 。 また 、 こ の うち 日本ネ イ チ

ャ
ー ゲーム 協会 が 直接 実施す る主催 事業 にお

い て は 、 こ の 三類型 の 実践 が 成人 学習 と して 、

相互 に連 関 しな が ら展 開 され て い る。協会主

催事 業 にお け る 「定型教 育」　 「不 定型 教育」

「非 定型 教育」 の 教育実践は 、 前述 した 歴史

的な展開過程 との 関連 で みれ ば、い ずれ も第

3 期 の 指 導者養 成期 以 降 に 行わ れ て い る 。

1990 （平成 2）年 以降、ま ず定型教育実践 と

して 、 ネイ チ ャ
ー

ゲ
ーム 指導員制度 が開 始 さ

れ 、次 に 学校教育にお け るネイ チ ャ
ーゲ

ーム

実践 が 、そ して 第 3期 の 後半 に 全 国
一斉 ・親

子 で 楽 しむネイ チ ャ
ーゲ

ー
ム 大会な どの 不 定

型 教育実践が は じま り、第 4 期 に な っ て 非 定

型教育組織 と して の 地域ネ イ チ ャ
ーゲ

ーム の

会が 設 立 され るよ うに な っ た 。

　以上 の 実 践 形 態 の 変容 をみ る と、 日本 ネ

イチ ャ
ー

ゲ
ーム 協会主催事業にお い て は 、ま

ず ス タ ン ダー ドな内容 を階層的 に 学ぶ 指導者

講 習会 とい う定型 教育が展 開 され 、つ い で 不

定型 教育 、 そ して 非定型教育 とい っ た流れ で 、

学習 主体 の 主体 性 が 時間 の 経過 と共に 高め ら

れ て い る事が わ か る 。 こ の 事 は 、新 し く登録

す る成人の 指導員が地域 で 主体性 をもっ て 活

動す る まで の 基本的な段 階に もな っ て い る 。

す なわ ち、最初の 段 階 で は 、 定型 教育 と して

の ネイ チ ャ
ーゲ ーム 初級 指導員養 成講 座 を受

講 し、ネイ チ ャ
ーゲー ム の 基本理 念 と技術 を

習得す る 。 そ の 上 で、不 定型教育で あ る全 国
一

斉 大会や ス テ ッ プア ッ プセ ミナ ーな どに 参

加 しな が ら協同 で の 学習活動 を行 い
、 さ らに、

地域 ネイ チ ャ
ー

ゲ
ーム の 会 を 自 ら設 立 、主体

的な地域環境創造活動 へ と展 開 して い る。
こ

こ で は 「定型教育」 「不定型教育」 「非定型 教

育」 が 相互 に 連 関 しな が ら学習者 の 自己実現

と相 互承認 をは か る 自己教育活動 と して 展開

され て い る 。

　最後 に 、 本研 究会 の テ ー マ との 関連 で 、

今後 の ネイ チ ャ
ーゲ

ーム の 課題 の 1 つ と して 、

子 ど もた ちを中心 と した学校 と地域 の 連係 を

あげて お きた い
。 日本 ネ イ チ ャ

ーゲ
ー ム 協会

で は 、
2002 年度 よ り長野 県 戸 隠村 （自然公

園型 モ デル ）、 埼 玉 県所 沢 市 （都 市型モ デ ル ）、

神 奈川 県津久 井 町 （農村型 モ デル ）の 三 地域

に お い て ネ イチ ャ
ーゲーム 地域普及モ デ ル 事

業 を始 め て い る。 こ れ らゐ事業は 、地 域 にお

い てネイ チ ャ
ー

ゲ
ーム を中心 プ ロ グラ ム と し

なが ら学校 と地 域の 連係 をは か るた めの 実験

的 な取 り組 みで あ る 。 こ うした活 動 を通 じて

今後 、 各地 域ネイ チ ャ
ーゲー ム の 会 と学校 と

の 連係の あ り方 を模索 して い く必 要が ある と

い え る 。

；「平成 13 年度　社 団 法人 日本 ネイ チ ャ
ーゲーム 協会 活 動

報 告 書 」、社 団 法 人 日本 ネ イ チ ャ
ーゲ

ー
ム 協 会 、2002

ti 「公 腮 ネ イ チ ャ
ーゲーム 初 級 指 導 員 ハ ン ドブ ッ ク第 5版、

社 団 法 人 日本 ネイ チ ャ
ーゲーム 協会、1997

丗 岡島 成行 他 「文 部 省委 嘱 調 査 　野 外教 育 に お け る 民 間 の

プ ロ グラム の 実 態 調査 報告書」、野 外教育 プ ロ グ ラム 研 究 会．

2000、　PP20 −41
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